
２０１８年３月１１日 

伊藤眞純 

日時：２０１８年３月１１日（日） 

集合：小田急線柿生駅南口 １０：００ 

参加者：平山Ｌ・森山ＳＬ・神谷ＳＬ含め合計３３名  青字一般参加 

  第１班・桑原班長・勅使河原・熊坂・奴田・青松・新谷・清水正・市村・岩本・江崎紀夫・江崎和子 １１名 

  第２班・伊藤眞班長・神谷・仲・平山Ｌ・小林・長井・中村ゆ・山田・築地・川野
こ う の

弘行・新関
にいぜき

    １１名 

  第３班・佐藤繁班長・森山ＳＬ・大平・小野里・河野陽子・宮野・志村・畠・楊
やな

井
い

・高野・見上  １１名 

 

 ２０１６年１１月２３日（水・祭）スタートした旧小机領三十三観音巡りは今回でパート⑦になります。自宅

から近い場所にあり、是非参加したいと思っていましたが、①⑥下見を含めどうしても参加出来ませんでした。

今日は日曜日、囲碁と女子プロゴルフビデオ予約を入れ自宅を出たら天気予報に反し、黒雲模様。引返し折りた

たみ傘持参。結果は雨に降られず晴れ間も見える暖かくセーターをすぐ脱ぎました。今日のコースは順番を外れ、 

一番北、横浜市青葉区奈良町にある、旧小机領三十三番札所巡り発案の寺、最終第三十三番「法昌寺」から細長

く南に下るコースです。地図も縦長になりました。Ｐ２にコースを含め地図を記載しました。 

 スタート柿生駅で標高３９ｍ。その後鶴見区恐らく５０～７０ｍ位の坂道、石段のアップダウンを含め、三寺

院の他途中給水、トイレ休憩を十分に取られ、後半晴れ間も見えたウォーキングでした。相変わらず何枚もの市

街地図を用意され、迷うことなく小路を企画案内された平山Ｌ、下見された森山ＳＬ、神谷ＳＬ御苦労様でした。 

今日 3月 11 日は東北大震災 7年目を迎えます。おとこの台所の幹事で、会の後スタッフ会議を次のグループ

が来た為 14時で切り上げ、桜新町から田園都市線で溝の口駅に着いた直後１４：４６大地震の揺れを体験。 

もう少し遅れていたらトンネルの中だったと今でも鮮明に記憶に残っています。今日はレポーターとしてＨＰ及

び機関誌用写真を撮りました。いつものボケ防止用日記帳の「メモと写真」です。至らぬ点はお許しの程。Ｐ１ 

第三十三番札所法昌寺 



コース：①柿生駅→②沢谷戸自然公園→③第三十三番札所法昌寺→④ならやま公園→⑤第二十三番札所徳恩寺 

    →⑥第二十四番札所福寿院→⑦田園都市線つくし野駅      線 

【地図】戴いた平山さんの地図と同じく、北は柿生駅から南、つくし野駅まで細長い地図です。 

左図航空写真で判るように、緑の山や畑の中に住宅が点在す

る。今日のコースは小田急線、田園都市線が開発され、標高

40ｍ～１５０ｍの丘陵地帯に丹沢連峰も見え、鶴見川他の清

流が流れ、東京、横浜に近い高級住宅地となっています。従

って坂道のアップダウンが沢山有りました。川は天然の岩？

がえぐられれてきれいに見え清流が流れていました。 Ｐ２ 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 



小田急線柿生駅南口出口       平山Ｌ、森山ＳＬお出迎えと資料配り  

 

麻生川          川の清流底は天然？の岩肌が見えるきれいな川→  

 

 

 

 

 

 

 

１０：２０駅から近くの公園広場、今日は日曜日で駐車場になっており、細長い場所で熊坂さんストレッチと 

平山Ｌコース説明。今日は朝日新聞を見て参加された 7人の紹介とＬ、ＳＬ、班長の紹介。↓一般参加 7人 

  

細長い公園から赤レンガ歩道の先に見えるのは鶴川高校？のそばを歩く       先頭平山Ｌ 

鶴見川を「子の神橋」で渡るり、「沢谷戸自然公園へ」向かう。 

 

Ｐ３ 



鶴見川              コブシももうすぐ咲きますよ！ お梅さん、私お先に咲いたわよ！ 

【沢谷戸自然公園】１０：４ ４，５００歩 鮮やかな緑の芝生 中央モニュメント「風の舞台」 

「風の舞台モニュメント」背景で班別集合写真 

  第 1班桑原班長含む 11名             第 2班伊藤眞班長含む 11名 

 

第 3班 佐藤繁班長含む 11 名          快晴青空 セーター脱ぎましょう！ 

Ｐ４ 



緑に黄色、ミモザ？       大人のストレッチ！絵になる！いいね 色鮮やかなライオン！ 

 

爺と若者の子犬連れ散歩          【瑞谿院】霊場             合同塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらはペット合同塔          素晴らしい霊園です     こんなお墓は如何ですか？ 

 

霊場前広場で休憩             霊場の下にある【第三十三番札所法昌寺】に石段を登ります。 

正面の門は閉まって

おりましたが、左手

入口は空いておりま

した。 

旧小机領三十三観音

は法昌寺宗運・朝庵

両和尚が第 1番 

泉谷寺の転誉上人を

訪ねて相談したのが

始まり。 

 

 

＜曹洞宗・十一面観音菩薩＞（平山Ｌメモ）Ｐ５ 



1996 年区画整理の為ここに移転。（Ｐ１巻頭集合写真）【ならやま公園】昼食１２：００～１２：４０８，000 歩 

椅子とテーブル付でゆったり戴きました  お一人デザートタイムでした    皆さんお早い 

昼食タイムで留まると風があり冷えてきた、人員点呼後、早めのスタート 

 

青空と白い雲に聳え立つ木々。やがて芽が出て緑の葉と花を咲かせます！ 食後の急な石段を登り丘へ 

「ならやま公園」 

街中にありながら、緑が多く里山を歩いている気にさせてくれるオアシス的存在の公園です。

その森のような雰囲気を作ってくれているのはユリノキ。上の方にこんもりと茂る緑を見な

がら散歩していると本当に癒されます。子どもも草花を見たり虫をとったり、それぞれ楽し

みを見つけていきます。遊具はありませんが、芝生も広くボール遊びをしたり走ったりと体 

を動かして遊ぶのに最適。家族で気軽にピクニックに来られる場所です（ＨＰより引用）                                        

Ｐ６ 



急な石段を登ると、落葉絨毯の尾根道を気分爽快で歩く。そして又石段を下ります。食後の散歩に最高？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単線「こどもの国線」踏切を渡る。【二十三番札所徳恩寺】１３：１５ １３，０００歩 可愛い孫と笑顔で！ 

 

高野山真言宗摩尼山延壽院徳恩寺：徳恩寺は元々、延命院という草庵が十世紀末に結ばれていましたが、戦乱や

自然災害により衰微し、廃寺寸前であったところ、建武二年（一三三五）、等海律師（一三七三寂）の手によっ

て、高野山真言宗摩尼山延壽院徳恩寺として開創されました。律師は、金沢文庫称名寺の実真阿闍梨の弟子でし

たが、小机三会寺の中興開山と仰がれ、当山を御開創の後に、柿生・王禅寺で示寂された名僧であり、以来、徳

恩寺は隆昌を極め、江戸中期には中本寺として近隣の真言宗寺院十三ヶ寺を統べる法談所でもありました。 

殊に元禄十四年（一七〇一）には、江戸幕府の名老中であった柳沢吉保の一族である恩田郷を治めていた、柳沢

信尹公より、鉄眼禅師の「大般若経六百巻」及び大名駕籠二丁のご寄進、また奥方の念持佛である弁財天一躰及

び弁天社を寄進建立されるなど、当山への帰依信仰にあつく、多大な貢献をされ、さらに信尹公の具申により、

慶安二年（一六四九）には寺領七石の朱印状を賜りました。（ＨＰより引用） 

 弁財天前の湧き水と思われる池に泳ぐ錦鯉、古木化石「珪花木」、見るものが沢山有りました。 

 

 

Ｐ７ 

https://tesshow.jp/yokohama/kanazawa/temple_shomyo.html
https://tesshow.jp/yokohama/kohoku/temple_toriyama_sankai.html
https://tesshow.jp/kanagawa/kawasaki/temple_asao_ozenji.html


裏にある弁財天様の綺麗な湧き水の池、「鯉さん綺麗だわ！」      バランスよいカップル？の木 

 

珪花木・・・彫刻のような古木化石                眺めの良い庭園を見ながらお休憩 

 

旧家や庭木のきれいな道路、美味しそうなミカンある、高台の庭からの眺め。あかね台、そして恩田川を渡る。 

恩田川もきれいな天然？の岩底を見せながら流れる。すぐそばの「東光寺公園」で給水、トイレ休憩。 

Ｐ８ 



今一度谷本川を眺める       最終二十四番福寿院を目指す    しんがりを歩く森山ＳＬ 

 

「あかね台鍛冶谷公園」で最後の休憩    【第 24 番札所福寿院】１４：４０ ２０，０００歩 

 

 

福聚院の創建年代等は不詳ながら、かつては修験で、継印（弘治元年 1555 寂）が天文 23年（1554） 

中興・真言宗寺院として開山したといいます。 

可愛い六地蔵    駅近くの公園で熊坂さんクールダウン  田園都市線「つくし野駅」解散 １５：００ 

 

平山Ｌ「お疲れ様でした。今日の歩数は２２，０００歩 １５ｋｍとします。この後希望者でアフター 

台湾料理・秀玉に行きます。」                                  Ｐ９ 



【台湾電灯料理：秀玉】１７；００ （終了後お店の前で、小生カメラマン、あと２人トイレか？） 

９人で丸テーブルを囲み、生ビールで乾杯後、肉料理他

下見もされた森山、そして青松さんお任せで、紹興酒 

５年、８年物で、美味しく腹いっぱい食べ、戦前戦後青

春時代を懐かしく語り合いました。平山Ｌ、そして森山、

神谷ＳＬ有難うございました。  

 

 

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：残第２５～３２番札所の寺 

 

 

 

 

Ｐ１０ 

編集後記：このシリーズもパート⑦を終えました。参加人数も三十三札所と同じ三十三名の奇遇でした。

残すは第２５番世尊院～第３２番東観寺８寺になりました。柿生には小生の三女主人両親が王禅寺に住ん

でおられ、よく行きますが、旧小机領三十三観音巡りの創設に係わられた最終三十三番札所法昌寺は初め

ての訪問でした。隣は東京都町田市。第二十二番王禅寺川崎市麻生区と、今日の第二十四番福寿院東京都

町田市で、その他は横浜市港北区、神奈川区、鶴見区、都筑区、青葉区、緑区です。いずれも小生の溝口

から近い所です。宗派は浄土宗、高野山真言宗、曹洞宗、天台宗、真言宗豊山派、真言宗智山派と色々で

す。後３回日曜日のようですが出来る丈参加しようと思います。 

 いつもの拙いボケ防止用日記帳「メモと写真」です。誤記や失礼な記述があるかもしれませんが、足足

らずお許しの程。引用文はＨＰ他から囲繞しました。 

 


